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新種の種苗生産技術開発特集（尋）

マアジの採卵とふ化仔魚の成長について

落合　明へ命令　晋鱒・長谷川泉麟・睦谷一馬

　マアジは広く南日本の沿岸域では産卵しており，受精卵や稚仔魚もふつうに採集されている。しか

し，完熟状態の雌親を入手することは非常に困難であり，現状ではこれから大量に採卵することを期

待できない。著者らは玉979難から養成マアジの成熟状態を調べたところ，十分に催熟の可能性がある

ことが判明した。そこで1980葎に人工採卵の研究をすすめた結果，ホルモン処理によって成熟した雌

雄が水槽内で自然に産卵し，それから発生した仔魚が頓調に成長することが判明したので，それ．らを

とりまとめてここに報告する。

　肇　成　　　熟

　1979年3月から1980年4月にかけて養成マアジの生殖腺の肥大と成熟状態を，雌46尾，雄婆3尾を用

いて調べた。これらの尾叉体長は雌で2L4～32。3c田，雄で2LO～32．Oc無，体重は雌で142～578　g，

雄で135～542gである。侮れも高知梨幡多郡大月町古満属の日本栽培漁業協会古満瞑事業場で2～

4年聞にわたって15～30℃前後の水温範囲で養成されたものである。

　卵巣は夏から12月にかけて著しく小

さく，1g以下であるが．1尽ごろか

ら肥大しだして1gを超えだし，3月

下旬には1．5～6．Og，4月初めには

3才魚・4才魚ともにH．5gを超える

ようになった。生薙腺指数（生殖勝i重

量／体重×100）は7～12月の間は

0．5以下，2～3月に0．5を超え，4

月中ごろには大部分が1．O以上となり

中には3．0を超えるものもあった。

（図1参照）しかし，4月下旬から5

月にかけて次第に控殖腺指数は減少し，

5月には大きなものでも1．0前後とな

った。

　7月から1月にかけては卵母細胞は
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図1　養成マアジの生殖腺指数の季節的変化
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最も発達したものでも独球期に属し，

卵径は0．14～0．19mmの範照にあった。

2月には発達した卵巣卵は卵黄胞期

に属し，卵径は0．24～0．36m粗とやや

大きくり，3月下旬には卵黄三期卵

をもった繍体が増加するとともに，

卵径0。48～0．60囎の第2次卵黄三期

卵も編現しだした。4月には半数以

上の個体で卵巣卵は卵黄球期または

それ以上であり，卵径0．70m紐前後の

第3次卵黄球期または胚胞移動期の

卵も認められた（図2参照）。この

ように発達した卵巣では卵径組成は

0．12紐m前後に大きな山があり，それ

から0．60～0．70冊mにかけて低い平原

図2　養成マアジ生殖腺の成熟の季節的変化
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状となっている（図3参照）。なお，4月下旬から5月下旬には大きな卵でも油球期に属し，それを

もつ魚体の割合が4川上・中旬より著しく多い。

図3　成熟の進んだ養殖マアジ卵巣卵の卵径分霧
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　精巣は7月～10月にかけて小さく，ひも状で重董も0・1g以下であった。多分，このままの状態で

年を越し，1～2月ごろに多少とも肥大して0．5～1．5g前後になるのであろう。4月には全体とし

て肥大し，最も発達したものでは董4．59になった。生殖腺指数は10月に0．25以下，王～2月に0．5を

超える偲体が出現しだし，4月には過半数の個体がLO以上となり，4．0を超えるものもあった。し

かし，5月上旬にはほとんどの個体で生殖腺指数がLO以下となった（図1参照）。

　精巣の組織学的観察では，（図2参照）7月に精巣小葉内壁に喰細胞が出現して残存精子を捕食し

ている縁が見られるので，精巣はこのころ退縮期にあると見てよい。ユ0月には小葉内に縮原細胞のみ，

または，多くの精原細胞にまじって購母細胞や精細胞などが多少とも見られるようになる。1～2月

には精子形成が活発になり，4～5月には精子形成の盛期に達しており，大部分の小葉や輸精小管に

も縞子が充満した状態であった。

　2　催熟と採卵

　養成マアジをホルモン投与によって催熟させられる可能性が確認できたので，1980年4月に採卵の

実験を行なった。

　成熟と排卵促進のためにゴナトロピン（帝国臓器KK）を1尾あたり200MU単位を0．6％Nac4に

溶解し，0．5ccを胴の背側筋肉へ注射した。ホルモン処理饅は雌雄合わせて陸上の10トン容量のコン

クリート水槽（2m×5m×1m）に収容し，飼育水の水温20～21。C，比重をLO25～LO27になる

よう調f驚した。

　供試したマアジは，成熟を調べた魚体と同様な条件で養成されたものである。まず，4才の雌6罵

（体長25，0～27．6c阻，体重255～308g），1司雄ユ4尾（23．6～27．Oc揃，200～350g）をi組とした

20尾について，4月15日15～17時の聞にホノレモン処理した。これらは16日22時から17日7疇30分の間

に10トン水槽内で産卵し，初めて多数の浮性卵を得た。18日14～15時の間に2日鼠のホルモン処理し

たところ，同日22時30分から産卵しだし，！9日7時までに約10，000粒を採卵した。同日の22時30分か

ら再び産卵を闘始し20曝9時30分に約42，000粒が採卵された。20日14時50分～15時10分の聞に3圓麟

のホルモン処理をし，22日6時から瞳卵したが，採卵数はごく少澱であった。

　瞳卵終了後，4月22日に卵巣を取りだして組織切片像を調べた結果，雌6尾のうち4毘に排卵痩が

認められ，そのうち1尾には成熟卵が，2尾に胚胞移動期卵が，残る1尾には第3次卵黄球期卵がそ

れぞれ残存していた。排卵痩が認められなかった2尾の卵巣卵は，卵黄胞期またはその退行期に属し

ていた。また，すべての雄の精巣の小葉内には精子が十分に満たされていた。したがって，産卵に加

わった魚体は雌で4尾，雄では供試魚のすべての可能姓がある。

　3才魚を2組に分けて，1っは25尾，他は40尾として，4才魚と同様の方法によって採卵した。た

だ，3才魚は次爺にも親魚として用いることを予想して損瘍をなくすするため，魚体測定や性の区別

をしなかった。畦月18日15時30分～17時30分の闘，25尾の組に1日目のホルモン処理をした。20日4

時20分から産卵を始め9時30分までに約28，000粒を採卵した。4月20購！5時40分から16蒔10分の閲に

2圓目のホルモン処理をし，4月22臼6轟寿にごく少量の卵が採れた。

　40尾を1継とした魚体には4月21日14時30分から17時30分の闘にホルモン処理した。22日20時30分

から産卵を開始し，23日0時と7時の2回にわたって合わせて約玉20，000粒を採卵した。

　以上の実験を通じて，ホルモン投与してから産卵までの時間は35～36時間であった。
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　3　卵発生

　受精後数時間を経過したと推定されるマアジ卵は，球形で卵径0．75～0．95m膿の範囲にあり，そのモ

ードは0．85～0．95㈱である（図4参照）。1個の白茶色の油球があり囲卵腔はきわめて狭い。卵黄は

無色透明で，卵膜表面には不規則な亀甲模様がある。

図尋　マアジ卵の発生

受精後間もない卵 ふイヒすこし前の卵

　卵発生を，4月20日4時20分に3才魚25尾を1組としたものから得た受精卵により調べた。採卵時

にはすでに2～8細胞期に達しており，岡日5時0分には16細胞期，5時40分に64細胞期，9時15分

に桑実期となり，13時40分には胚環が，また，20時15分に賑胞が形成された。21日18時20分には胚体

が卵黄の周囲約3／4を取りまき，20蒔0分にいっせいにふ化した。

　受精からふ化までの経過時間は，20～21℃では約40時聞である。その他3回のふ化実験を合わすと

！4鋳から22時20分の閥にふ化したことになる。

　4　成長と生残り

　4月18印こふ化した仔魚20，000尾（推定尾数）をふ化後53田聞は陸上の水槽で飼育し，その後は海

面イケスに入れて7月ユ7臼まで90日闘の成長や生残り状態を調べ餌料としてふ化後4欝罎からシオミ

ズッボワムシを，19日属からシオダマリミジンコ，28日驕からタマミジンコ，32日騒からイワシシラ

スのミンチ，46日璽からアミ類，54日囲以後はマイワシとアミ類の等量混合ミンチなどを与えた（図

5）。

　このような飼育条件のもとで，ふ

化颪後2．3～2。5鱒（全長）の仔魚

は，ふ化後4日麟で平均3．2硝mとな

り，20日爆ごろまでは僅に伸長して

6．4m田しか成長しなかった。しかし，

その後は順調に成長して30懸飼で稚

魚となって14．6m田，54絹目で40．2田m，

60賑属で52．4狽孤，75日目で74．4m揺，

90日目で97．8胆斑となった。一方，体

重（湿重量）はふ化後46日鼠で平均

0。3g，60嚴潤で1．4g，75日自で
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図5　ふ化後のマアジの成長と餌料系列
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4．4g，90日騒で9，4gであった

（図5参照）。

　仔魚から稚魚にかけての生残り

状態は，　ふイヒ後30日1ヨに二26．2％と

なったが，その後の死亡は相対的

に少なくて生残率は40日賦に22．8

％，60礒羅で18．4％，75日鼠で、

18．2％，90懸囲で18．0％，であっ

た、（図6参照）。仔魚期の減耗に

ついては詳しい理由が判明しない

が，稚魚期になってからは摂飼活
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図6　マアジ稚飛魚の生残曲線

0　　10　　20 30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90

ふ　化　後　の　日　数

動が活発となり，早喰現象もほとんど認められなかった。ふ化後50日麟ぐらいから眼球突出症で死亡

するものもあったが被善は少なかった。

　5　驚　　　察

　養成マアジを催熟させて得た受精卵をふ化させ，それからの稚仔魚を飼育したところ野冊の成長が

順調であり，生残り状態も良好であった。したがってこの方法でかなりの量の種苗を生産できる見通

しが開けた。とくに，催熱のみで雌雄が自然に受精し，人工受精の必要がないことは，魚体が傷つき

やすいマアジ親魚の損耗を少なくするうえで利点といえよう。

　しかし，養成マアジを親魚として用いる場合には，なお多くの検討すべき問題がある。ここで使用

した親魚の生殖線は成熟にともない肥大しても依然として小さく，とくに雌では薩卵数が少ないこと

である。重癒にして養成マアジの成熟卵巣は天然マアジの量れの約1／4であった。川崎1）によると体

長ユ5～30c瞭以上のもので20，000～80，000粒であるから，単純に計算しても養成マアジでは5，000～

20，000粒となる。実際に産卵期における卵巣卵の卵径組成を濁幽間で比較すると，成下の進んだ卵の

害彗合が著しくなる。天然マアジでは0．2～0。3撤mの山と0．5紐m付近の由とがそれほどに違わず，0．5

m組前後の卵黄球期卵の割合が多い（1目崎1））。ところが養成マアジでは卵径0．3m磁以上が少なくて，0．1

鵬田前後の卵が多い。このため1～2回のホルモン処理によって催熟可能な卵黄胞期の卵数が養成マア

ジではさらに少ないことになる。

　天然マアジでは産卵期間が長く，土佐湾では天然マアジ型の浮遊卵は2～4月の間に出現し，とく

に2～3月に多いという（平田2））。これらの申には土佐湾以爾で産卵して運ばれたものもあろうが，

それにしても養成マアジの成熟期は20日闘程度と非常に短い。その理曲は，養成マアジの卵巣が4月

に入って急に成熟する反面，比較的成熟した卵に退行現象が生じて卵が崩壊してしまうからである。

つまり，卵黄胞期以上に進んだ卵黄卵で表層胞の崩壊や卵膜の1部が破れ，卵黄物資が卵外に移動す

るため，卵巣卵が不閣員彗形になって退縮してしまう。退行卵は3月下旬にはほとんど全く認められな

いが，4月中旬には卵黄球期以上の卵数の5．6～32．4（19．2）％，4月下旬には5L6～62．2（56．9）

％にも達する。著者らは産卵期間中のブリ卵巣卵にも同様な退行現象が起きることを確認しており，

その場合天然ブリより養成ブリでの幽現割合が高い。天然マアジ卵巣卵の退行現象はまだ調べていな

いが，養殖マアジでの退行卵の割合が非常に高いことは一つの問題である。

　養成マアジ卵の退行に深く関係しているものに水温がある。天然マアジが最も活発に産卵する水温
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は16～17℃といわれている（松原・落合3））。ここで用いた養成マアジは2～3月に16℃前後，4月

初旬に17～18℃，4月下旬から5月初旬には19℃前後，5月中旬には20℃またはそれ以上の水温で養

成されている（図7参照）。養殖ブリでの著者らの研究でも，生殖腺の成熱適温は17．5～20℃の範囲

であり，水温が20℃を超えると生殖腺が急速に退縮してしまうことが明らかとなっている。養殖マア

ジでも同様の状態にあり，18℃以上で急に成熟生理が変わるものと思われ，産卵期間を広げるには水

温調節が最も有効であろう。

図7　マアジ親魚を養成したイケス内の裏面水温の季節的変化

　　　　　　　　○，　1979年　　　彪霧，　著980年
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　ここでは3～爆才の親魚から採卵できたが，それらの卵質については十分な比較ができなかった。

天然マアジでは体長22cmあたりで半数が成熱し（水産庁調査研究部4）），早いものでは15cm前後から

熟卵を持つものがある（川崎三））。ここ、でふ化仔魚から飼育したものでもi4cm前後となった8月には，

すでに肉眼的に認められる程度の小さな生殖腺が分化している。このような知見を総合すると養成マ

アジでも2才魚で親魚として採卵できる可能性もある。親魚の年令を可能なかぎり低下さすことは種

苗生産上有利と思われるので，今後この方面の技術麗発が必要であろう。

　なお，養殖マアジから採卵した受精卵および卵発生は天然マアジと廻されるもの（神谷5），水肖§））

と近似しており，稚仔魚の成長や生残率も良好であった。天然の稚仔魚と養成したものとを比較しつ

つあるが，現在までの知見では著しい差は認められていない。
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